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認知症高齢者等の支援 自立支援・介護予防・健康づくり等

活動目標

活動内容

（具体的取組み）

成果

（根拠となる資料等が

あれば添付すること）

今後の課題

活動テーマ

地域ケア会議から

見えてきた課題

対象

地域特性

課題対応取組み報告書

地域や専門職とのつながり等 社会資源の創設（居場所づくり等）
カテゴリー

（※主なものをひとつチェック）

名称 西成区北西部地域包括支援センター

提出日 令和6

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6 20

ゆるい見守り機能をもつ「気配りさん」等からの相談も増えており、若い世代とも地域行事で交流している。

今後、地域包括支援センターの周知DVDを活用する等、幅広い世代への周知、相談につながりやすい仕組みづくりを

引き続き期待している。

・気配りさんの登録を増やすことも大事だが、現に登録いただいている方々との交流も大切で方策を検討したい。

・地域住民が安心して生活していくために、「知っている人しか知らない」地域包括支援センターが「身近な相談窓口」と

なるよう住民に幅広く知ってもらう必要がある。

・個人へのアプローチもそれなりに効果はあるが、生活施設への周知活動も効果的ではないか、と周知DVDやパンフレッ

トの活用方法を検討中である。

※以下は、区運営協議会事務局にて記入

令和6年７月22日（月）
区地域包括支援センター

運営協議会開催日

専門性等の該当

（※該当個数は問わない）

評価できる項目（特性）

についてのコメント

＊今後の取組み継続に向けて、区

地域包括支援センター運営協議会

からの意見等を記載。

前年度から継続し地域、気配りさん、多機関と連携しながら情報を共有し見守り機能を強化するとともに、ヤングケア

ラーなど課題が世代問わず複雑化しており、誰もが気軽に相談できる身近な窓口となるよう、様々な世代への包括支

援センターの機能周知に努める。

・ゆるい見守り機能を持つ「気配りさん」については、更新中でおおよそ個人では220名、事業所店舗は60か所の登録

がある。

・地域行事等には積極的に参加して子育て世代の方々とも交流し、パンフレットの配布などで地域包括支援センターの

機能周知に努めた。

・ブランチと協働し、地域包括支援センターの業務についてわかりやすく寸劇仕立てにしたDVDを作成した。

・法人の取り組みでもある「オレンジまつり」を開催、地域を巻き込み認知症クイズのスタンプラリーを実施、幅広い世代

への認知症理解についての啓発となった。

・気配りさんを含む地域住民からの相談件数は増加している。日頃からの関係づくりが効果的であると考える。

・地域行事も曜日を変更されるなど若い世代が参加できる設定に変化していく過渡期である。活発とまでは行かない

が、若い世代とも交流できるようになりつつある。

・地域包括支援センターの周知DVDは予告編も含め、誰が見ても何をしているところかが分かりやすく仕上がっていると

思う。

・オレンジまつりは地域住民にも定着しつつあり、関係者も含めボランティアや参加者として積極的に関わってもらえた。

圏域5地域高齢化率（2023年3月現在）

北津守31.80％　梅南32.61%　津守45.02％

長橋40.38％　松之宮45.45％

北津守・津守地域は社会資源が少なく交通の便も悪い。しかし北津守には外国人世帯が多く移住、高齢化率の低

下へとつながっている。長橋・梅南・松之宮は比較液スーパーや病院など社会資源も多く交通機関もある。5地域通じ

独居高齢者、あるいは高齢者のみの世帯が多く少子高齢化が顕著である。

気配り・目配り・心配り　第3弾

（相談につながりやすい仕組みづくり）

認知症、独居高齢者への支援、複合する課題を抱えた世帯への支援等、課題の内容はここ数年来、大きく変わって

いない。課題が重篤してから介入するケースが多いことも変わりなく、なかなか早期介入、予防的介入には至れていない

現状である。日頃から何らかの形でつながりを持ち、いつでも気安く相談できるところを知っていることが大切で、多機関と

の連携、見守り機能の強化、認知症啓発と合わせ、地域包括支援センターの機能周知を高齢者や地域関係機関の

みならず幅広く行っていく必要があると考える。

地域住民

地域性 継続性 浸透性・拡張性 専門性 独自性

【共通】

様式１0評


